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人
と
し
て
の
尊
厳
を
考
え
よ
う

| 

南
丹
市
人
権
教
育
講
座
|

　
人
権
意
識
を
豊
か
に
し
、
家
庭
・
地

域
な
ど
で
一
人
一
人
が
正
し
く
理
解
し

て
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
今
年
度
３
回

の
人
権
教
育
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
７
月
22
日
に
、
依
然
と
し

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
部
落
差
別
」

に
つ
い
て
友
永
健
三
氏
（
社
団
法
人
部

落
解
放
・
人
権
研
究
所
理
事
）
を
講
師

に
園
部
公
民
館
で
開
講
。
「
国
際
的
な

責
務
と
し
て
、
差
別
の
現
状
を
明
ら
か

に
し
、
解
決
に
向
け
た
教
育
や
人
権
侵

害
の
救
済
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
が
必
要
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
９
月
17
日
に
、
第
３
回
は

10
月
16
日
に
開
講
予
定
で
す
。

▲協定書に署名される河村准教授（左）と岩本代表

▲学生や住民ら調印式出席者で記念撮影

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
学
生
の
発
想
を
ま
ち
づ
く
り
に

集
落
の
新
た
な
魅
力
の
発
掘
へ

| 

「
元
気
ね
っ
と
！
五
ヶ
荘
」協
定

　 

調
印
式
|

　
日
吉
町
四
ツ
谷
・
佐
々
江
集
落
で
組

織
す
る
「
元
気
ね
っ
と
！
五
ヶ
荘
」

（
岩
本
照
代
表
）
と
、
立
命
館
大
学
国

際
関
係
学
部
の
河
村
律
子
准
教
授
が
、

「
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
組
織
協
定
」
を

７
月
１
日
に
締
結
。
同
集
落
は
２
３
４

世
帯
５
２
１
人
（
７
月
１
日
現
在
）
。

過
疎
・
高
齢
化
に
よ
り
農
村
環
境
や
地

域
資
源
の
保
全
、
伝
統
行
事
の
継
承
な

ど
が
住
民
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
地
域
づ
く
り
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
共
に
活
性
化

を
図
る
研
究
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
岩
本
代
表
に
よ
る
地

域
再
生
へ
の
期
待
に
満
ち
た
決
意
表
明

を
受
け
、
河
村
准
教
授
が
「
学
生
の
若

い
発
想
と
力
を
生
か
し
て
新
た
な
価
値

を
見
い
だ
し
、
お
互
い
に
意
義
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
学
生
ら
と
共
に
「
玉
岩
地
蔵

堂
」
な
ど
集
落
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
１
日
に
は
顔
合
わ
せ
と

し
て
、
地
元
の
方
と
学
生
が
郷
土
料
理

を
囲
ん
で
交
流
し
ま
し
た
。

▲貫通穴の前で鏡開きが行われました

神
吉
―
日
置
･
氷
所
の
新
ル
ー
ト

| 

紅
葉
山
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
|

　
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
に

よ
る
農
業
用
道
路
の
整
備
と
し
て
昨
年

１
月
に
着
工
し
た
紅
葉
山
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
を
祝
い
、
７
月
31
日
に
八
木
町
地

内
の
ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
延
長
７
６
８
ｍ
で
八
木
町
神

吉
―
日
置
・
氷
所
を
結
ぶ
新
ル
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
関
係
者
が
見
守
る
中
、
貫

通
掘
削
が
行
わ
れ
、
通
り
初
め
を
挙

行
。
そ
の
後
、
威
勢
良
く
た
る
み
こ
し

が
入
場
し
、
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
紅
葉
山
ト
ン
ネ
ル
は
今
年
度
中
に
完

成
す
る
予
定
で
、
来
年
度
中
の
開
通
に

向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

▲潜在する同和問題の現状を指摘される友永氏
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「
踏
ん
張
り
の
先
に
心
の
成
長
」

職
員
に
向
け
職
務
最
後
の
訓
示

| 

仲
村
副
市
長
退
任
式
|

　
仲
村
脩
副
市
長
が
６
月
30
日
付
で
退

任
し
ま
し
た
。仲
村
副
市
長
は
、平
成
18

年
７
月
か
ら
助
役
（
19
年
４
月
、法
改
正

で
副
市
長
に
改
称
）
と
し
て
３
年
間
に
わ

た
り
南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
。

　
退
任
式
で
は
、
市
職
員
を
前
に
「
任

期
途
中
の
辞
任
で
迷
惑
を
掛
け
る
が
、

今
が
適
切
な
時
期
で
あ
る
と
自
分
自
身

で
判
断
し
た
。
厳
し
い
こ
と
も
言
っ
て

き
た
が
、
踏
ん
張
り
の
先
に
必
ず
心
の

成
長
が
あ
る
。
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
当
面
、
岸
上
吉
治
副
市
長

の
１
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

成
功
さ
せ
よ
う
！
国
文
祭
京
都

 

| 

第
26
回
国
民
文
化
祭

  

　
南
丹
市
実
行
委
員
会（
第
１
回
）|

　
平
成
23
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
る
国

民
文
化
祭
。
「
こ
こ
ろ
を
整
え
る
〜
文

化
発
心
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
京
都

な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
事
業
の
展
開
に

向
け
て
、
府
内
の
各
市
町
村
で
現
在
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
７
月
21
日
に
各
関
係

機
関
・
学
校
・
団
体
な
ど
で
構
成
す
る

第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催
。
会
則
に

よ
り
南
丹
市
長
が
会
長
に
就
任
し
、
役

員
体
制
や
、
国
民
文
化
祭
で
の
南
丹
市

の
担
当
種
目
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
本
年
度

実
施
す
る
事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

伝
え
、
つ
な
ぐ
文
化
の
大
切
さ

　
| 

も
の
づ
く
り
南
丹

　
　
　
　
文
化
伝
承
特
別
講
演
会
|

　
国
民
文
化
祭
８
０
０
日
前
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
ま
た
今
年
秋
の
伝
統
的

工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
・
南

丹
も
の
づ
く
り
の
祭
典
の
成
功
を
目
指

し
た
特
別
講
演
会
を
開
催
。
南
丹
市
国

際
交
流
会
館
を
会
場
に
、
３
０
０
人
の

来
場
者
が
伝
統
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

「
も
の
づ
く
り
南
丹
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
」
を

上
映
。
第
１
部
は
、
財
団
法
人
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
常
務
理
事
・
事
務
局
長

で
、
国
文
祭
京
都
府
実
行
委
員
会
特
別

顧
問
の
冷
泉
貴
実
子
氏
を
迎
え
て
、

「
伝
統
工
芸
と
文
様
」
を
テ
ー
マ
に
講

▲職員に見送られて退任する仲村副市長（中央）

▲国民文化祭に向けた今後の進め方について協議

▲伝統文化について話す冷泉氏

▲気軽に着られる着物の着方を披露する渡邉氏

広報なんたん8・9月号 広報なんたん8・9月号

ほ
っ
し
ん

演
。
冷
泉
氏
は
「
技
を
創
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
わ
ず
か
な
天
才
。
そ
の

天
才
が
作
り
出
し
た
技
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
な
こ
と
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸

品
産
業
振
興
協
会
会
長
、
西
陣
織
工
業

組
合
理
事
長
で
、
国
文
祭
京
都
府
実
行

委
員
会
副
会
長
の
渡
邉
隆
夫
氏
を
迎
え

て
、
「
伝
統
産
業
と
西
陣
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
伝
統
産
業
の
定
義
や
西
陣
織

の
特
長
・
製
作
工
程
な
ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
、
結
び
に
毎
日
着
物
を
着
ら
れ

て
い
る
渡
邉
氏
流
の
着
こ
な
し
を
伝
授

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
会
場
の
ロ
ビ
ー
で
は
京
都
匠
塾
に

よ
る
「
京
の
伝
統
工
芸
こ
ど
も
教
室

２
０
０
９
」
を
同
時
開
催
。
子
ど
も
た

ち
が
茶
道
具
作
り
に
取
り
組
む
様
子
を

公
開
し
ま
し
た
。

あ
き
ら

れ
い 

ぜ
い

わ
た 

な
べ


